PDPにおけるデータパルスおよびスキャンパルスの低電圧化に関する研究 by 齋藤 鮎彦
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨
 
大学院 電気通信学研究科  博士前期課程     電子工学専攻 
氏     名 齋藤 鮎彦 学籍番号 0432028 




 要  旨 
 
PDPではモジュールのコストに対してドライバICによるコストが高い割合を占
めている。PDPのドライバICコストを低減するためには、アドレスパルス電圧を
低減することが効果的である。現在、アドレス方式において、書き込みアドレス
駆動が一般的となっている。一方、消去アドレス駆動はアドレス放電発生時に壁
電荷とプライミング粒子を利用することができるため、より低電圧なアドレス駆
動が可能である。  
 PDPはパネル全体のセルに対する放電開始電圧にばらつきが生じる。パネル製
造技術が向上すればこのばらつきはなくなることから、放電開始電圧のばらつき
を無視した。本研究では、消去アドレス駆動方式を適用し、スキャンパルス及び
データパルスの低電圧駆動を実現する駆動方法を見出すことを目的とした。  
 放電開始電圧には1V以下の明確な閾値が存在することから、データパルス電圧
は1V以下で実現できるはずである。リセット期間において、アドレス放電よりも
少し強い放電を起こすようにリセットパルスを加えることにより、アドレス放電
直前のセルの状態を均一化することに成功した。これにより、準安定原子を利用
した消去アドレス駆動を用いて、データパルス電圧を1V以下まで低減できた。  
 次にデータパルス電圧1Vを維持したままスキャンパルス電圧の低減を試みた。
スキャンパルス電圧を低減するためにはアドレス放電の直前に壁電荷を多く蓄積
する必要がある。プライミングパルス電圧が高いと、プライミングパルス印加終
了後、走査電極とデータ電極間微弱放電が発生し、一部の壁電荷は消滅する。さ
らにプライミングパルス電圧が上昇すると、微弱放電をトリガとして表示電極と
データ電極間で自己消去放電が発生し、壁電荷はほぼすべて消滅する。また、自
己消去放電は鋭い閾値をもっていることもわかった。  
 この特性を利用し、新しい消去アドレス駆動波形を考案した。プライミングパ
ルスにより自己消去放電発生直前に設定する。プライミングパルス印加終了後に
スキャンパルス電圧まで低下させる。このとき、微弱放電は発生しないようにす
る。スキャンパルス電圧を0にすると同時に、データ電極にデータパルス電圧を印
加すると自己消去放電が発生する。データパルスを印加しないと微弱放電は発生
するが自己消去放電は発生しない。以上のように新駆動方式ではアドレス動作を
行う。ここで、プライミングパルス電圧と同期して表示電極にバイアスパルスを
印加すると、より弱い微弱放電により自己消去放電を発生するため、スキャンパ
ルスはさらに低減することができた。  
 新駆動方式を用いることにより、スキャンパルス電圧、データパルス電圧それ
ぞれ30V、1Vの低電圧駆動を実現した。  
 
